
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。
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Ｃ

Ａ

４：
60％
以上

Ｄ

３：
50％
以上

学校生活アンケートで
「家庭で規則正しい体
力づくりや健康に気を
付けて生活している」と
の問いに「とても思う」
と回答した生徒の割合
【７４．４％】

Ａ

1

学校生活アンケートで
「集中して授業に取り
組んでいる」との問い
に肯定的に回答した生
徒の割合【８９．４％】

1

Ｃ

Ｄ

３：
50％
以上

２：
40％
以上

２：
40％
以上

１：
40％
未満

B

・栄養士が毎日発行する給食の献立だより
を担当生徒が読むが、読むだけになるの
で、大切と感じた部分は再度発信するな
ど、給食指導において食へのありがたさや
大切さに生徒が気づけるよう、心がけた。
・保健の授業を通じて、運動習慣の確立や
心身の健康について知識を身につけさせ
た。課題として、生徒自身が正しい生活習
慣を身につけたかどうか追跡調査を行って
いないので把握できていない。
・生徒の基本的な生活習慣の確立には課
題があるように感じる。スマートフォンや
SNSの使い方についても合わせて指導して
いく必要があると思った。
・家庭科の授業で、給食の献立作成に取り
組み、実際に給食の献立として取り扱うこ
とができた。家庭や保護者への働きかけ
はあまりできなかった。
・基本的な生活習慣を身に付けるために
は、家庭の協力が欠かせない。毎日の連
絡帳や面談を通して気になった課題を伝
え、一人一人の課題を保護者と共有し、同
一歩調で支援ができるよう取り組んでい
る。

1

8

1

0

1

8

0

目標に対する成果指標

２：
60％
以上

４：
60％
以上

1

4

0

Ｂ

３：
50％
以上

２：
40％
以上

４：
70％
以上

学校関係者記入欄

9

0

令和３年度　大田区立矢口中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

【本校の規模】通常学級14学級、特別支援学級2学級　生徒数507名　教員31名（校長・副校長・主幹教諭2・主任教諭10・教諭14・主任養護教諭・非常勤教員2）
【本校の状況】行事・部活動・ボランティア活動に積極的に参加する生徒が多く、素直な生徒が多く、学校生活は落ち着いている。一方、家庭環境に問題があり、生活習慣の乱れや学習の基礎が不十分で、不登校になる生徒も
いる。
【保護者・地域の状況】保護者は協力的と非協力的の二極化の傾向がある。学校に対する支援を惜しまない保護者もいれば、PTA活動に消極的で、クレームをつける保護者もいる。地域やOBは学校に対し協力的で温かく見
守っていて地域学校支援本部(スクールサポート矢中)の活動が活発で、様々な教育活動の支援をしている。
【経営方針】『１年「見る」２年「見られる」３年「見せる」そして魅せるへ』を合言葉に三年間の成長を図る教育活動を展開している。生徒には３Ｃ「Consider Control Continue」を大切にするよう指導している。

学校生活アンケートで
「学校の決まりをきちん
と守っり公共物を大切
にしている」との問いに
肯定的に回答した生徒
の割合【９４．５％】

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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ン
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学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

1
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あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

スクールカウンセラー・コーディネーター・
読書学習司書等と連携し、関係諸機関を
活用した教育活動を展開している。

学校生活アンケートで
「地域の一員として地
域活動やボランティア
活動に参加している」と
の問いに肯定的に回
答した生徒の割合【４
７．４％】

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能であ
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・スクールカウンセラーとの連携のもと、多
くの生徒の悩みや変化に気づき、対応する
ことができた。
・昨今の情勢もあり、ボランティア活動に関
して消極的になったように感じる。学活など
を通して、生徒にボランティアの大切さや
人を支えることの大切さを伝えていきたい。
・読書学習司書の方が積極的に声をかけ
てくださり、本を活用した学習を取り入れる
ことができた。ICT化により、調べ学習がタ
ブレット等で行われるようになったが、今後
も司書と連携し、本を活用していく学習を
取り入れたい。
・巡回心理士やスクールカウンセラー、別
室の先生方と情報共有して生徒や保護者
の心身のサポートをすることができた。
・今年度はコロナ禍で休止していたYVA活
動が再開され、多摩川清掃も再開された。
参加する生徒がもっと増えるように学年主
任や担任の立場として働きかけていきた
い。
・地域力を生かす取り組みにスクールサ
ポート矢中がある。漢字検定の監督に協
力していただくなど、助かっている。
・生徒会の活動などでボランティアマインド
の醸成をおこなってきた。生徒がさらに地
域活動や社会参加活動に積極的に参加す
るよう促していく。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

４：
70％
以上

0

2

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3.1

３：
60％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3.1

2.3

生徒会のボランティア活動（ＹＶＡ等）や地
域活動など社会参加活動を積極的に推進
し、ボランティアマインドの醸成を図る。

4

4

２：
50％
以上

１：
50％
未満

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3.3

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

タブレットを活用した学習指導を通じて、個
に応じた指導を実践している。

１：
40％
未満

3.2

４：
60％
以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3.0

2.2

3.1

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

生徒会活動、学校行事や部活動等を通し
て、生徒の自治的な力や思いやりの心を
育て、自分の生き方、存在意義を考えさせ
ている。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

小中の各教科の指導内容について共通理
解を図り、小中一貫した学習指導を推進す
る。

2.2

2.9

3.5

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

基本的な生活習慣活を身につけさせ、心
身の健康を図る指導を行っている。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・学習カルテをもとに学力不振の生徒に声
をかけ、指導やアドバイスを行うことができ
た。また、一人ひとりの課題をチェックし、
学習に関する助言をする時間を設けること
ができた。
・面談時に学習カルテを活用し、成果や改
善点など保護者を交えて今後の対策を話
し合った。
・学習意欲の低い生徒に対して補習教室
への参加や学習方法の提案を行った。学
力が中位から上位層の生徒には対応が行
き届かないことがあるため、今後は対応し
ていきたい。
・数学の習熟度別授業を通して、個に応じ
たきめ細やかな学習指導ができた。一方、
学習到達度等を保護者に知らせることがあ

まりできなかったので、放課後補習の生徒の様
子等についても情報共有しつつこまめに知
らせていく。
・タブレットを活用して、授業を行うことはで
きた。授業において、より個に応じた対応
ができる授業を検討していきたい。
・タブレットにて作成した課題は提出後、添
削して返却した。ペーパーレスでよい。
・個々の課題を把握し、個に応じた指導が
できるよう教材を工夫した。それぞれに目
標を持たせ、達成のための取り組みを自
覚させた。

7

1

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

Ａ

8

2.3

3.4

１：
40％
未満

2.7

2.6

学校生活アンケートで
「先生は分かりやすく
工夫した授業を行い、
適切な評価・評定を
行っている」との問いに
肯定的に回答した生徒
の割合【９３．１％】

2.5

3.0

3.2

3.1

3.4

3.2

3.1

・年間指導計画に基づきながらも時事に合
わせた道徳を行い、充実した道徳を行うこ
とができた。
・自己肯定感が高まるように生徒に声を行
おうと意識することができた。
・保健室やSCと協力して精神的に不安定
な生徒に対応することができた。
・スクールカウンセラーや生活指導主任、
学年主任と連携し、不登校傾向の生徒へ
のよりよい対応について協議し、実践する
ことができた。
・学校生活調査の結果を元に生徒に聞き
取りをしたり、不登校、いじめに関する情報
共有を密にとったりして、トラブル等の早期
発見と的確な指導に繋がった。
・授業や休み時間など、日々の生活の中で
身だしなみ等、社会の規律を意識させて声
をかけを行った。今後も継続して行ってい
く。
・悪いことは謝罪をし、反省できる生徒を育
てるためにもなにがだめでなにかいいのか
を教えていく指導が必要に感じる。そのた
めには、担任として各学活の中で訓示をし
てこうと考えている。
・学校生活調査をもとに、気になる生徒へ
直接働きかけることができた。小中一貫の
視点に立っての生活指導に課題があると
感じるので、さらに連携を深めて取り組ん
でいく。

2.9

3.1

2.7

4

・教員免許更新講習を受講し、必要な情報
や知識を教科で共有することができた。
・授業改善セミナーで主任教諭のアドバイ
スを元に、日頃から授業改善に取り組むこ
とができている。一方で、初任者研修以外
の校外の研究や研修に参加することがあ
まりできなかったので、今後は更に高い意
識をもって授業改善に努めていく。
・研究発表会等に参加し、それを自校の教
育活動に活かすことができた。
・小中一貫教育の日には、小学校の学習
の取り組みを積極的に聞くことができた。
小学校の教科書等を参考にしながら、小
学校の学びを中学校につなげられるように
発問や授業内容を考えて授業準備を行い
たい。
・研修で学んだことを授業にすぐ活かすこ
とができた。その中でも子供の関心が高ま
る成果もあれば、評価するまで手間や時
間がかかりすぎてしまったところもあるた
め、今後も改善していきたい。そして生徒
の実態に応じた内容を展開していきたい。
・様々な校種での授業研修などを通して、
自身の授業を見直し、改善するきっかけを
作ることができたが、学校内での助言・支
援はできなかったので、校内でのOJTを充
実させることが、課題だと感じる。

３：
60％
以上

２：
50％
以上

１：
50％
未満

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3.0

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3.5

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3.3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3.0

2.2
３：
70％
以上

Ｂ 1

Ｃ 0

学校生活アンケート
で「生徒は将来のこ
とを考えたり、夢を
もっていたりする。」と
の問いに肯定的に回
答した生徒の割合【７
４．５％】

４：
80％
以上

１：
60％
未満

Ｄ 1目的（どんな力をつけさせるのか）を意識し
た教育活動を展開し、夢や将来のことを考
えていく指導を行っている。

3.4

3

・ICT機器を利用した視覚教材を提示する
ことで、生徒の関心を高めるとともに、指導
内容への共通理解を図ることができた。
双方向の活用ができていないので、タブ
レットを活用していきたい。
・題材の目的・狙いがわかりやすくなるよう
にワークシートに工夫をした。
・電子黒板の活用など、ICTを用いた授業
を行った。生徒がタブレットを用いて資料を
作り、発表するなどをすることができた。し
かし、生徒のタブレット活用は一部生徒に
限られているため、全員が活用するよう授
業に取り入れたい。
・数学の授業内容を将来どのような場面で
活用できるかや、論理的思考の重要性に
ついて具体例を取り入れて生徒に説明す
ることができた。今後は更に、ICTを活用し
て視覚教材を増やしていく。
・ALTとの会話を通し外国人への苦手意識
を軽減した。コミュニケーションは双方向で
あり、積極的に相手を理解し自己を表現す
ることを目的に活動した。
・教員は毎回の授業でICTの活用をしてい
るが、生徒にICTを使用させる機会が少な
い。授業外であれば、宿題や調べ学習とし
て使用しているのが現状。
・天気の授業では、実際の過去の天気図
から天気を予測するなど、学んだことを身
近な場面で活用できるようにした。
・国語の授業ではタブレットを活用してCM
作成に取り組んだ。今後はパワーポイント
の作成なども並行して行い、さらにICT活
用の充実を図りたい。

Ａ 8

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。


